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はじめに

東京学芸大学附属特別支援学校は､東京学芸大学 ･みずほフィナンシャルグループ金融教

育共同プロジェク トに2007年度より参加 し､｢特別支援教育における金融教育｣ という

テーマで研究 ･実践的検討を行ってきた｡特別支援教育-の転換期であるこの時期に､金融

教育を､支援を必要としている子どもたちにどうなげかけていくかは､特別支援教育の内容

的検討という意味において重要なものであると考える｡ それは､この子どもたちが､社会の

中でどのように生きていくかを考える契機であり､そのためにどのような学習内容を学校と

して与えられるかを考える機会でもあると思うからである｡ 今回の報告は､金融教育を､知

的障害を主たる対象とする特別支援学校高等部のヰ ･軽度の生徒-の ｢くらしづくり｣のた

めの学習の一環としてとらえ､この2年半の間に本校で検討してきた内容と授業実践につい

て報告するものである｡

1.研究の課題

研究の課題を研究の当初､次のように設定した｡

① 金融教育の指導内容の検討

② テキス ト､指導案集の作成

③ 授業づくり

高等部の中 ･軽度生徒を対象とした金融教育の指導

内容のモデルを作成する｡

上記指導内容を元にしたテキス トや指導案集を作成

する｡

指導内容の検討のための授業を行 う事を通して､授

業づくりのポイントを明らかにする｡

2.研究の経過

2007年度より本研究に取り組んできたが､これまでの各年度の主な活動は以下のようで

ある｡

2007年度 高等部の中 ･軽度生徒を対象とした金融教育の指導内容のモデルの作成

20018年度 金融教育のテキス ト ｢くらしとお金｣の作成

授業作り ､

2009年度 金融教育テキス トに沿った授業作りと授業展開事例の蓄積

3.特別支援教育における金融教育の指導内容 (2007年度)

2007年度の主な検討内容のひとつが､特別支援学校高等部における ｢金融教育の指導

内容｣についてである｡ ｢特別支援教育における金融教育｣を知的障害を主たる対象とする特

別支援学校高等部における中 ･軽度生徒-の ｢くらしづくり｣ための学習ととらえた時､そ
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の内容は大きく二つに分けることができる｡ そのひとつは､生徒達が卒業後の生活の中で出

会う具体的な場面の中で必要となる知識や行動の学習である｡ 例えば旅行などの計画の立て

方や予算についてであり､また､銀行の利用の仕方や､金銭管理の方法などである｡もうひ

とつは､より社会的事象に関心を深め､社会で起こっていることが理解できるようになって

いくための知識である｡ 例えば年金についてであり､流通や物の値段についての知識などで

ある｡本研究では､これらの学習を ｢わたしたちのくらしとお金｣という名称でまとめ､上

記分類の前者を ｢くらしとお金｣､後者を ｢社会と経済｣という名称でまとめた｡指導内容の

一覧等詳しくは一昨年度の本校の紀要 ｢東京学芸大学附属特別支援学校研究紀要No.52｣を

参考にしていただきたい｡

4.生徒用テキス トや指導案集の作成について (2008年度)

2008年度の主な検討内容のひとつが生徒用テキストの作成である｡ テキスト ｢くらしと

お金｣は､｢わたしたちのくらしとお金｣という名称でまとめた ｢特別支援教育における金融教

育の指導内容｣(以下 ｢指導内容｣)の内の前半 ｢くらしとお金｣の部分を生徒用のテキス トと

してアレンジしたものである｡ ｢指導内容｣が特別支援学校高等部の中･軽度の生徒を対象とし

ているように､このテキス トも同じ生徒達を対象として構成している｡テキス トは､｢指導内容｣

の前半 ｢くらしとお金｣を構成している5つの内容に ｢はじめに｣ と ｢おわりに｣をつけた全

7章で構成されている｡ 内容としては､｢くらしとお金｣に盛り込まれた内容の導入の部分でま

とめたものと捉えていただければと考えている｡ また､いくつかの節にー1ページのワークシー

トを配している｡ 各学校等で使用される場合には､これらの点を考慮して頂き､それぞれの授

業の対象者の状況等に応じ､また､必要な内容に関してさらに掘り下げて授業を行って頂きた

いと考えている｡ ワークシー トについてもそのまま使ってもかまわないし､ひとつの参考とし

てさらに生徒たちに合わせた工夫をしていただけると､とも考えている｡

また､指導案集については､現在検討を重ねている段階で､作成には至っていない｡

5.授業づくり (2007, 2008年度)

授業づくりについては､高等部の ｢くらし｣の時間に軽 ･中度の生徒を中心とした 1- 2グ

ループで継続的に行ってきた｡その中では､次のようなテーマでの研究授業も行った｡

2007年 7月 外出の計画とお金の使用について :計画的なお金の使用

7月 小遣い帳をつけよう

10月 ATMの利用の仕方

10月 印鑑や通帳の扱い

:計画的なお金の使用

:金融機関の利用

:安心なくらし

:金融機関の利用

これらの授業づくりの中で､次のことを授業づくりのポイントとしてあげることができた｡

◎授業を組み立てるにあたってのポイント

①生徒の主体性を重視する｡

②現実的な場面を経験するとともに､将来の自分の生活を想像させる｡

③生徒に身近な､また具体的な話題から考えさせ､具体的な内容や教材を準備する｡

④現在の生活や将来の生活-の見通しを持たせ､学習内容を自分のもの (こと)としてと

らえられるようにする｡
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⑤必ず ｢困ったとき｣の対応を教える｡

⑥ 1つの授業に1つ以上のワークシー トを準備し､時間内にまとめさせる｡

⑦必要に応じて生徒の生活状況などの情報を保護者から得ておく｡

⑧ゲス トティーチヤーなども有効に利用する｡

6.金融教育テキス トに沿った授業作 りと授業展開事例の蓄積 (2009年度)

2009年度は､2008年度に作成した金融教育テキス ト ｢くらしとお金｣に基づいた授

業を行い､その授業展開事例を蓄積することが課題となった｡今年度行われた授業は以下の通

りである｡

①｢自分とお金､現在･将来の自分

②｢上手な買い物の仕方 (資料 2)

③｢外出の計画

④｢銀行 ･ATMの利用

⑤｢安全 ･安心なくらし:個人情報､ノ携帯電話 (資料 1)

⑥｢将来の私に必要なお金 :私はこんな部屋に住みたい

⑦｢将来の私に必要なお金 :ひとりぐらしに必要なお金､生活費 ･費目について

⑧′｢将来の私に必要なお金 :くらしに必要なお金はいくらくらい

⑨｢将来の私に必要なお金 :収入と支出

⑩｢私のための支援機関､サポーターズサークル

また､本校以外でも､東京都○○区の就労支援センターにて ｢現在の自分のお金の使い方につ

いて｣､｢自分のことをよく知ろう｣のテーマで2時間の授業を行っている｡ 今年度はこれらの

授業について指導案､または展開事例 (略案)を作成して行っており､金融教育テキス トを緬

羅するところまでにはまだ遠いが､少しずつ展開事例が集まっているところである｡

7.今後の課題

今後の課題としては以下のことがあげられる｡

① ｢わたしたちのくらしとお金｣ の指導内容に関わる授業展開例の作成｡

② ｢社会と経済｣の学習内容の検討と授業づくり｡
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くらし ｢生活知識｣学習指導案
日 時 :平成21年10月16′日 (金)14:00-14:50
場 所 :特別支援学習室2
対 象 :高等部3年 3名

指導者 :小金井俊夫

資料1

1.題材名
｢社会のワナから身を守ろう1-個人情報､携帯電話の扱い-｣

2.題材設定の理由
ー高等部では､生徒自身が自ら主体的に卒後の生活や生き方を考え､選ぶこと､またそれを具
体的な体験を通す中で学習することを目的に教科 ｢くらし｣が設定している｡
｢くらし｣は ｢調理｣ ｢被服｣ ｢住まい｣ ｢生活知識｣の4分野で構成され､なかでも ｢生
活知識｣は経済生活､安心なくらし､地域生活､人付き合い等に関する社会生活に必要な幅広
い知識を身につけることを中心的な内容にしており､社会生活に必要な知識を得て､生活にい

かしていくことができるということを目標にしている｡

今回取り扱 う内容は､一昨年から大学と共同研究を行っている ｢特別支援教育における金融
教育｣の内容の-コマである｡本校で研究している ｢特別支援教育における金融教育｣の内容
は､その対象を高等部の中 ･軽度生徒と規定し､移行支援に関わる内容として組み立てられて
おり､本校においての対象授業は ｢くらし｣の ｢生活知識｣を想定している｡
本時の授業までに4回の授業を行ってきた｡そこでは､昨年度作成した ｢金融教育のテキス ト｣
を元に､①自分とお金､現在 ･将来の自分､②上手な買い物の仕方､③外出の計画､④銀行 ･
ATMの利用の授業を行ってきている｡ 5回目となる今回は､ ｢安全 ･安心なくらし｣をテー
マとする内容で､社会に出て困ってしまうことやいろいろな危険-の対応を学習するものであ

る｡ 卒業後の生徒の生活は､文字通り多様な社会での生活となり､そこでいろいろな経験をし､
多様なことを学び､また､そこで学習してきたことによる不十分な知識と経験で行動をするこ
ととなる｡今回の内容はそのようなことが想定される生徒たちに最低限の危険に対する知識を
付けさせようとするものである｡ もちろん社会に潜む危険はテキス トに書かれた内容だけでは

ない｡時間の許す範囲で､また､生徒たちの想定される生活の中で可能性のありそうな内容に
関しては､より具体的に扱っていきたいと考えている｡今回はこの内容に関しての初めての授
業であるので､学習の中では生徒たちの現状での知識や考えも聞き出しながら進めていくこと
を想定している｡
本時の対象生徒は､高等部3年の女子3名である｡ どの生徒も卒業後の企業就労を希望し､
第Ⅱ期の現場実習にこれから挑んでいこうとしている｡ コミュニケーションの面でもそれぞれ

に特性はあるものの､一般的な会話が十分に可熊で､一通りの意志疎通が可能である｡ 生活面
でも身辺的には自立しており､金銭の扱いなどもほぼ一人でできる｡ 社会的な規範もそれぞれ

にわかっており､してよいことと､してはいけないことの区別ができる｡ 買い物などでは､よ
りやすくていいものを選ぼうとしたり､お金の使いすぎに注意したりできるし､将来の自分に
ついての希望を考えたり､そこでの生活を想像したりすることができている生徒たちである｡
このような実態をふまえ､今回の一連の授業では､生徒たちの生活実態を授業の中で捉えな
がら､､生活に関わる金銭のことを確認しながら進めていく方法で学習を､進めてきた｡卒業後の
生活を考えると､どの内容も今やっておくべき課題であり､時間数の少なさをあらためて惜し
いと感じるところである｡ 今回の ｢安心 ･安全なくらし｣に関わる内容もきちんと掘り下げて

学習していくべき内容であるが､時間との関係で､①社会のワナから身を守ろう､②くらしの
中で気をつけること､③わたしのための支援機関の3時間の枠で行 うこととした｡
最後に､今回の一連の授業は､前述の ｢金融教育｣の研究の一環として行われている｡そこ
での課題は､①金融教育のテキス トを使って授業を行 うこと､②授業の指導案例を作成するこ{
とである0本指導案の資料として指導案例をつけておくので､その内容等に-jいてもご教示い
ただけるとありがたい｡
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3.目標
1)プリペイ ドカー ドやクレジットカー ド､その他の新 しいお金についての知識や､適切な使
い方がわかる｡
2)キャッチセールス等お金に蘭する危険についての知識を持ち､危機回避の方法がわか
る｡

3)お金に関してどんなことで困ることがあるかを理解 し､その対処方法がわかる｡

4)支援機関や支援者の存在がわかり､その利用方法を身につける｡

4.指導計画

1 9/16 安全 .安心なくらし ｢社会のワナから身を守ろう｣

2 未定 安全 .安心なくらし ｢くらしの中で気をつけること｣

5.本時の学習
1)本時の目標
(1)個人情報とはどんなものか､また取り扱いの注意点についての知識を持つ｡
(2)携帯電話の扱い方や使用上の注意点についての知識を持つ｡

(3)困ったときの対応の仕方を考えることができる

2)準備物

ホワイ トボー ド､ワークシー ト､掲示用ワークシー ト

3)生徒の実態及び目標 ･手だて

名申 - 実､態 個人目標 指導の手だて 関連する個 別教育計画

A高3女 ･個人情報や社会の危 ･個人情報の内容や扱 ･今持つてい.る知歳や
険に関しての若干の知識は奉る〇･携帯電話を使用して い方がわカ干る〇･携帯電話使用の注意 実態から考えさせ､実態を把握しながら授業を進めるo

いる○ 点がわかる○ ･課題を整理し､ワ-
･困ったときには相談 ･由ったときの対応法 クシー トにまとめ̀さ

す.るという知識は持っている○ について知る○ せる○

B高3女 ･個人情報や社会の危 ･個人情報の_内容や扱 ･今持っている知識や
険に関しての若干の知識はある〇･携帯電話を使用して い方がわかる?･携帯電話使用の達意 実態から考えさせ､実態を把握 しながら授業を進める○_

いる○ 点がわかる○ ･課題を整理し､ワ-

するという知識は持っている○ について知るo せるo

C高3秦 ･個人情報や社会の危 ･個人情報の内容や扱 ･今持っている知識や お金を上手に使
険に関しての若干の知識はある〇･携帯電話を使用して い方がわかる〇･携帯電話使用の注意 実態から考えさせ､実態を把握しながら授業を進める○ うことができる

･困ったときには相談 ･困ったときめ対応法 クシー トにまとめ.さ
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4)本時の展開

学 習 活 p動 指 導 内 容 留 意 占ノ)ヽヽ

挨拶をする ○ ･あいさつをするo

本時の内容について知る○テキス下を使用し､ ｢社会のワ ･｢社会のワナ｣について学ぶことを知る〇･｢社会のワナ｣とは何かを考え ･ひとつ二つ板書〇･生徒の意見が出る場合にはる〇･テキス ト (P47⊥51)から ｢社会 その特性を考慮し､分類 していく〇･｢なぜ､こういうことを学

ナ｣のいくつかについて紹介す のワナ｣のいくつかについて確認 ぶか｣を考えさせる○

･テキス トを読んで■二日分の個人 ･具体的に何が個人情報なの

注意｣を読み､自分の個人情報について考える○テキス ト｢携帯電話についての 情報について考える○ かを考えさせる

･個人情報 (P47-51)から ｢社会のワナ｣のいくつかについで確認する〇･個人情報の取 り扱いに関する大 ･個人情報について板書する〇･名前は､生年月 日は､メ∵ルア､ドレスは ..･教えない､伝えない､書か

まかなルールを知る〇･個人情幸鋸こついてn/注意点やル ない､断る基本と.して考え させる〇･個人情報を伝えていい場合は ...〇･自分が必要でお願いするとき家族や支援者 と.相談して･生徒Cの記入時間にあわせ
-ルをワークシー トにまとめるo る○

･テキストを読み∴自分の携帯電話 ･.板書しながら確認する〇･ワークシー トを使い､4つ.

注意｣を読み､自分の携帯電話 の使い方について確認する○

の使い方やその注意点につい ･使っている､,いない?

て考える○: ･メールは使っている?･費用はどのくらい?･迷惑メールつて何?･携帯電話使用の注意点や危険なワ
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5)評価

(1)本時の個人 目標の評価

授業名 :くらし ｢生活知識｣ 授業 日10.月 16日 (金) 授業者 :小金井俊夫

生徒 . 個別 の泊標 評価/○× コメン ト

A ･個人情報の内容や扱い方がわかる○

(女) ･携帯電話使用の注意点がわかる〇･困ったときの対応法について知る○

B ･.個人情報の内容や扱い方がわかるo

(女) ･携帯電話使用の注意点がわかる〇･困ったときの対応法について知るo

C ･個人情報の内容や扱い方がわかる○

(女) ･携帯電話使用の注意点がわかる〇･困ったときの対応法について知る○

(2)授業の評価

授業名 :高等部 くらし ｢生活知識｣ 対象学年 :高等部 3年生 授業者 :小金井俊夫

項 目 評価内容 10/16評価 評価 評価

目標 1.本時の目標が達成できたか○

2.本時の目標は適切であらたか○

活動 3.本時の目標に合った学習活動であったか○

辛~だて 4二.教材が適切であったか○

5.教材の提示方法は適切であったか○

6.教材の使い方は適切であったか○

7.教示方法は適切であったか

(分かりやすさ.口調等)○

8.子ども-の援助方法は適切であったか○

9.集団の統制は適切であったか○

10.子どもの反応の捉え方は適切であったか○

TT ll.教員間の役割分担とその連携は適切であったか○

学習環境 12.本時の時間配分は適切であったか○
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6)備考
(1)配置図

ホワイ トボー ド

[五 二コ

〇 〇 〇

良
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資料2 授業展開例(上手な買い物の仕方

2-1_買い物上手はくらし上手

1)授業について

2-ト 1 ｢買い物上手はくらし上手｣

対 象 高等部3∵年 Aグループ 3名 l時 間 い 1/1)時間
目 標 ○買い物をする際の注意点に気づくo

･○上手な買い物の仕方について考えることができ､買い物のシミュレーションができるo

準備物 テキス ト､ワークシー ト

授業のポイント

指導内容のポイント ･現在の自分の買い物の仕方 -お小遣いを使う､お手伝いで買い物するo

将来の自分の買い物の仕方 -もらった給料を計画的に使う中で考えるo

広がっていくことを認琴させるo
･上手な買い物の仕方をお金の使い方と商品の選び方に分け､それぞれの注

意点に気づく○

･ 丁上手な買い物の約束｣についてさらに具体的な内容で理解するo

･ 支援者の利用についても考えさせる○

･ こづかい帳の導入もしておくようにするo

授業展開上のポイント ･._生徒それぞれの発表をできるだけ肯定的にとらえるようにし､それぞれの

発車を促す○
･ 設問や問いかけが難しいときには､他の生徒の意見も聞き参考にさせるよ

うにする○

･お金の上手な使い方をシミュレーションする中で考えられるようにする○

･必要であれば､現状をとらえるために事前アンケートを行つてもよいo

指導計画のポイント ･まとめれば1時間で可能と思われるが､じっくりやるとすると次のような
計画も考えられる

1-) 自分の買い物の仕方や小遣い帳の付け方の報告

3) 買い物の実習 (2時間)

ゲス トティーチヤ一一の利用

ワークシー ト ･ ｢上手な買い物の約束｣についてテキス.トの内容をさらに具体的にまとめたものが記入できるものを作成するo

のポイント ･ 買い物の際の注意点についてお金の使い方と商品の選び方に分けてまと~

められるようにするo

備考

･授業を行ってみて

やはり1時間では展開に無理があり†後半の買い物シミュレーションまでは行き着かなかった○
生徒たちはそれぞれの買い物の経験もあり､無駄遣いをしないなどの注意点もよく知っていたの

や､展開はスムーズにいった○ただ､生徒たちそれぞれの話を引き出していくと時間がかかってしま
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2)展開例

清 動 展 開 留 意 点

挨拶をする○ ･あいさつをするo

本時の内容について ○｢買い物｣の話をすることを伝える○ ○意見をとりながら板書○○意見を聞いた上でテキス.知る○自分が しキことのあ ･自分で買っているものはどんな物〇･買い物をするときにどんなことに注意している○○自分の買ったことがあるものや行ったことが

る買い物について考 あるお店について考えてみる○ トを聞かせ､｢私の買い物

えるo ｣に記入させる○

買い物の時の注意点 ○テキス トを読んだ上で､買い物の時の注意 ○洋服の例の他にも食品な

について考える○ 点を商品の選び方の観点よりまと_める○ どの例を使ったワークシートを準備する〇･ 値段･ 消費期限や賞味期限･ノ好み､好き .嫌い･ 必要性

｢上手な買い物の仕 ○テキス トを使f臥しながら ｢上手な買い物の ○テキス トの内容を具体的

方｣について考える○ 約束｣についてひとつずつ確認する○○確認 したことをワークシー トにまとめるo にま~とめられるワークシートを用意するo

洋服やアグセサ リ† ○雑誌を参考にしながら買い物計画のシミユ ○情報の収集の仕方につ

などの買い物を想定 レーションをするO メ いては他の方法 も考えて

した買い物計画を立 みる○

ててみる○ ○家族や支援者などの利用にもふれる〇〇時間がある場合には適当な場所を想定した外出計画にも踏み込んでおくと

学習のまとめをする ○こづかい帳にも触れながら､｢上手な買い物の仕方｣について､｢お金の使い方｣｢商品の選び方｣の二つの観点でまとめる○
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3)使用したワークシー ト(例)

上手な買い物のしかた3 (買い物の計画)

買い物の計画を立ててみよう

買い物計画表 月 日

行くところ

買うもの 量と値段の目安を書こう

･量 庖 段

持?ていくお傘
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